
 



京都金杯のレース後騎手コメントを読んでいると 

口々に「馬場が柔らかい」と言っておりました。 

 

血統面では、米国型血統とディープインパクトの 

支配力が高い馬場と言う印象を受けております。 

 

シンザン記念が京都で行われるのは 

２０２０年以来となりますので、今回は過去データは 

意識せず、トレンド血統と血筋を重視した予想になります。 

 

 

【予想見解】 

 

◎１５番フェリーニ 

父：ドレフォン（米ストームバード系） 

母父：ディープインパクト 

祖母父：クロフネ（米ヴァイスリージェント系） 

エアグルーヴ牝系の良血馬。 

母の全兄ポルトドートウィユは３歳春の重賞で２着２回。 

 

昨日の１６００ｍで８人気着と穴をあけたグランエシェゾーも 

父がストームバード系だったように、今のブラッドバイアスを 

味方につけた良血馬の激走を狙ってみます。 



 

 

○５番ノーブルロジャー 

父：パレスマリス（米ミスプロ系） 

母父：モアザンレディ（米ヘイロー系） 

祖母父：クリスエス（ロベルト系） 

 

父パレスマリスは、２歳Ｇ１朝日杯優勝馬ジャンタルマンタルと、 

米国の２歳Ｇ１ジュベナイルターフ優勝馬ストラクターを出した種牡馬。 

 

ちなみにこの２頭は、どちらも母父が米国型で、 

サンデー系の血を持たない馬でした。 

 

そして本馬は、ストラクターと母父も同じ。 

 

米国型血統の支配力が強い今の京都芝と、 

完成が早い血を持つ事は、大いなる追い風。 

 

 

★１０番バレルターン 

すみません。この馬は騎手が狙う理由です。 

西村Ｊの新装京都芝１６００ｍ成績は・・・ 

↓↓↓ 



複勝率６７％ 複回率２１５％ 

 

昨日のフェアリーステークスでも 

大外枠に入った５人気イフェオンを勝利に導いており 

得意コースなら買わずにおれませぬ。 

 

 

☆３番タイセイレスポンス 

父：ミッキーアイル（ディープ系） 

母父：米ＡＰインディ系 

祖母父：米ストームバード系 

 

前走後にモレイラＪから 

「もっと集中力があれば」とのコメントを受けて、 

今回はブリンカー着用。 

 

ブラッドバイアス、枠順、脚質、柔らかい馬場と 

追い風要素が多く楽しみな存在。 

 

 

注６番ラーンザロープス 

父：キズナ（ディープ系） 

母父：米ストームバード系 



祖母父：ブラッシンググルーム系 

母はアルゼンチンの２歳Ｇ１馬。 

 

緩い路盤で基準タイムよりも０秒２速い勝ち時計で 

先行して上り最速勝ちを収めており、ディープの血と 

米国血統の支配力が強い、今の柔らかい路盤を味方に、 

母から受け継いだ早熟性を発揮してほしいと思います。 

 

 

【馬券】 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・ワイド・３連単３頭ボックス 

５番・６番・１０番 

 

３連複フォーメーション２９点 

５－６・１０－総流し 

 

くまもん馬券 

馬連・ワイド・３連複３頭ボックス 

５番・１０番・１５番 


